
倉敷用水・倉敷川（酒津～藤戸）の水質環境調査結果（第１回）

調査日時 平成１９年７月８日（日）　午前９時１８分　　～　　　午後５時３０分 天候： 曇時々晴

水路・河川 調査地点 気温（℃） 水温（℃） 透視度（ｃｍ） 水深（ｃｍ） 川幅（ｍ） 水の流れ（ｍ／ｓ）
酒津 28.0 21.8 50cm以上 50 4.6 0.59

大原農研南 31.0 20.7 50cm以上 25 3 0.83
渋江水路 大原農研南 29.8 23.4 50cm以上 18 3.52 0.59

大原美術館前 28.5 21.9 50cm以上 90 10.5 －
高砂橋 30.5 22.6 50cm以上 143 10.3 －
入船橋 29.5 25.0 50cm以上 60～90 約6 0.21
親水公園 26.8 22.4 50cm以上 170～180 約6 0.23
小瀬戸橋 29.0 21.9 50cm以上 120～150 約15 0.11
盛綱橋 29.0 23.3 30cm 265 約40 0.12

（単位：mg/L）
水路・河川 調査地点 ＣＯＤ 窒素(ｱﾝﾓﾆｳﾑ態) 窒素(亜硝酸態) 窒素(硝酸態) りん ｐＨ 電気伝導度μS/cm

酒津 4 0.2 0.005 1 0.05 6.0 134
大原農研南 4 0.2 0.005 1 0.1 6.4 131

渋江水路 大原農研南 10 0.2 0.005 1 0.05 6.4 137
大原美術館前 4 0.2 0.005 1 0.02 6.4 150
高砂橋 50 0.2 0.005 0.5 0.1 6.4 149
入船橋 20 0.2 0.005 0.2 0.1 6.4 141
親水公園 10 0.2 0.005 2 0.2 6.6 183
小瀬戸橋 10 0.2 0.01 2 0.2 6.4 184
盛綱橋 50 0.5 0.02 0.5 0.2 6.4 193

※パックテスト等による簡易計測
（単位：mg/L）

水路・河川 調査地点 ＣＯＤ ＢＯＤ ＳＳ 全窒素 全りん ｐＨ
倉敷川 入船橋 3.8 1.7 15 1.14 0.094 8.1

※計量証明事業所による分析結果

倉敷用水

倉敷川

倉敷用水

倉敷川



倉敷用水・倉敷川（酒津～藤戸）の水質環境調査結果（第１回）

調査日時 平成１９年７月８日（日）　午前９時１８分　　～　　　午後５時３０分 天候： 曇時々晴

感覚項目（第１回）

水路・河川 調査地点 水の色 濁り 川底の色 水の臭い 底泥の臭い 周囲の臭い
酒津 無色 なし 水草色 なし なし なし

大原農研南 無色 なし 灰色 なし なし なし
渋江水路 大原農研南 無色 ほぼなし 灰色 なし なし なし

大原美術館前 深緑色 なし 砂・水草色 なし なし なし
高砂橋 灰緑色 ほとんどなし 深緑色 なし なし なし
入船橋 灰緑色 半透明 灰緑色 少し臭い 少しヘドロ臭 少し臭い
親水公園 深緑色 半透明 見えない 少しヘドロ臭 砂地無臭 なし
小瀬戸橋 深灰緑色 有り 見えない 少しヘドロ臭 ヘドロ臭 少しヘドロ臭
盛綱橋 深灰色 かなり濁っている 見えない ヘドロ臭有り かなり臭い ヘドロ臭
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川底の状況（第１回）

水路・河川 調査地点 土 ヘドロの有無 砂(0.6-2mm) 礫(2mm以上) 石 木杭 コンクリート
酒津 なし なし 有り 有り 有り なし 不明

大原農研南 なし なし 有り なし なし なし 有り
渋江水路 大原農研南 なし なし 少量 なし なし なし 有り

大原美術館前 なし なし 有り なし なし 有り なし
高砂橋 なし 少し有り 有り なし なし なし なし
入船橋 なし 有り 有り 有り 有り 有り なし
親水公園 不明 有り 少量 不明 不明 有り なし
小瀬戸橋 不明 有り 不明 不明 不明 なし なし
盛綱橋 不明 有り 不明 不明 不明 なし 不明

護岸の状況（第１回）

水路・河川 調査地点 土 石積み コンクリート 植栽 その他

酒津 有り なし 有り 有り
※コンクリート
護岸底には、
砂が４～５ｃｍ

大原農研南 なし なし 有り なし
※コンクリート
護岸

渋江水路 大原農研南 一部有り なし 有り なし
※コンクリート
護岸

大原美術館前 有り 有り 有り 有り
高砂橋 有り 有り 有り 有り 石積みｺﾝｸﾘｰﾄ
入船橋 拮抗帯の中 なし 有り なし・偽木
親水公園 拮抗帯の中 なし 有り 有り 拮抗帯に雑草
小瀬戸橋 草 なし 有り 有り カヤ・ヨモギ
盛綱橋 なし なし 有り 有り・藤棚 ガードパイプ
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ゴミの状況（第１回）

水路・河川 調査地点 空き缶 空きピン ビニール かみくず 発砲ｽﾁﾛｰﾙ たばこの吸殻 その他
酒津 1 なし なし 少々 なし １～２

大原農研南 なし なし なし なし なし なし
渋江水路 大原農研南 ７～８ なし 2 少し なし ほぼなし

大原美術館前 なし なし なし なし なし なし
高砂橋 なし なし なし なし なし なし
入船橋 ２～３ ４～５ ２～３ ３～４ 1 少し

親水公園 ５～６ ４ ５～１０ ５～１０ なし １０～２０
ゴミの袋、割合
たくさん有り

小瀬戸橋 ４～５ ３ ２ 不明 なし 不明

盛綱橋 ２～３ ５～６ ５ ２～３ なし
拮杭帯に点在
水の中にも多
い

※食物くずな
どが流れてい
る。拮杭帯もコ
ンクリートなの
で、清々しい感
じはしない。
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生物指標（第１回）

水路・河川 調査地点 ヌマムツ ヤリタナゴ ※流れが速く確認できない。

カワニナ シジミ類 ﾄﾝｶﾞﾘｻｻﾉﾊ イシガイ ﾁﾘﾒﾝｶﾜﾆﾅ ﾏﾂｶｻｶﾞｲ
植物 エビモ セキショウモ ササバモ

護岸 植物 ※瀬音が大変気持ちがよい。護岸に土があり、周辺住民が庭木や花を植え、大変感じよく整えている。
植物 ビワ イチジク 柿 ムクゲ ユキヤナギ ブドウ

鳥類・動物 ツバメ カワセミが来るらしい。
※流れが速く確認できない。

タンスイカイメン
カワニナ シジミ類

植物
護岸 植物

植物
鳥類・動物

カマツカ ギンブナ ヌマムツ コウライモロコ
スジエビ
カワニナ シジミ
※たいへんたくさんのカワニナがいる。１㎡に７００匹以上、ホタルの生息には充分なエサ。

植物 ※三方コンクリートだが、川底に少量の砂と水藻。
護岸 植物 雑草

植物 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ ヘクソカズラ ヨモギ ススキ
鳥類・動物

アブラボテ カワムツ コイ オイカワ
スジエビ

カワニナ
植物

護岸 植物 桜 もみじ 柳 萩
植物

鳥類・動物
コイ コウライニゴイ ギンブナ ゲンゴロウブナ ヨシノボリ類
スジエビ

植物
護岸 植物 芝 萩 柳 シーバ タンポポ

植物
鳥類・動物 ｸﾛｱｹﾞﾊﾁｮｳ

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

水の中
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オイカワ ※底にはヘドロ、中間には粗い砂（美観地区からの砂？）
スジエビ
タニシ類 カワニナ サカマキガイ
※カワニナがたくさんいる。ホタルは生息できる。

植物 オオカナダモ ※水の中はきたないが、ほぼ底はうっすらと見える。
護岸 植物 雑草 ※川の西隣の拮抗帯の中には雑草が生い茂っている。

植物 藤棚 ※敷石の間からも草が生えていて、いい施設なのにまったく人影がない。
鳥類・動物 モンシロチョウ ※直射日光がまぶしく、大きな木陰がほしい。

コウライモロコ オイカワ ヤリタナゴ コイ オオクチバス

クサガメ
マルタニシ

植物 オオカナダモ ホザキノフサモ
護岸 植物 タデ ヘビイチゴ ヒメジョオン 雑草多い

植物 藤棚 桜 柳 ネムノキ サザンカ アジサイ
鳥類・動物 イトトンボ アゲハチョウ類モンシロチョウ ﾊｲｲﾛｾｷﾚｲ キジバト

ギンブナ ヨシノボリ類 ｵｵｸﾁﾊﾞｽ27cm タモロコ コウライモロコ カワヨシノボリ
スジエビ ※コンクリート護岸なので、稚魚はたくさんいても、エサが不足している様子。
※たくさんの生き物が生息するためには、水辺に草が必要。（水草、石、ドロ、かくれ家）
タニシ類

植物
護岸 植物 ガマ ミズアオイ セリ 月見草 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ スギナ

植物 桜 珊瑚樹 ウバメガシ 茅 よもぎ ヒメジオン
鳥類・動物 シラサギ

ヨシノボリ類 ヤリタナゴ フナ モロコ類 ハゼ ボラ
※コンクリート護岸なので、稚魚はいても、水草が少ないため、エサになる物や、隠れ家が無いため、
　大きくなっていない。（オオクチバス以外は）　昔は、ナマズやカニ、ウナギ等が結構いたらしい。
ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ ※スクミリンゴガイの卵塊がたくさん護岸に付着している。

植物
護岸 植物 ヨモギ ススキ クサギ

植物 藤棚
鳥類・動物 イトトンボ ハト
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倉敷用水・倉敷川（酒津～藤戸）の水質環境調査結果（第２回）

調査日時 平成１９年１１月２４日（土）　午前８時４６分　　～　　　午後４時３０分 天候： 晴

水路・河川 調査地点 気温（℃） 水温（℃） 透視度（ｃｍ） 水深（ｃｍ） 川幅（ｍ） 水の流れ（ｍ／ｓ）
酒津 17.0 10.0 50cm以上 28 4.6 0.17

大原農研南 15.5 13.0 50cm以上 10 3.3 0.4
渋江水路 大原農研南 17.0 12.0 50cm以上 12 3.52 0.2
広瀬川 倉商ｸﾞﾗﾝﾄﾞ北 14.0 11.5 50cm以上 40 3.2 0.23

大原美術館前 14.5 11.0 50cm以上 70 － －
高砂橋 20.0 12.0 50cm以上 120 10.5 －
入船橋 18.5 12.0 50cm以上 38 約6 0.1
親水公園 16.0 13.5 50cm以上 110 約6 0.08
小瀬戸橋 14.5 11.4 50cm以上 60 約15 0.08

吉岡川合流点 11.0 10.0 50cm以上 60 約50 なし
盛綱橋 7.0 9.0 40cm 180 約40 なし

（単位：mg/L）
水路・河川 調査地点 ＣＯＤ 窒素(ｱﾝﾓﾆｳﾑ態) 窒素(亜硝酸態) 窒素(硝酸態) りん ｐＨ 電気伝導度μS/cm

酒津 5 0.2 0.005 0.5 0.02 6.6 199
大原農研南 10 0.2 0.005 0.2 0.02 6.4 170

渋江水路 大原農研南 6 0.2 0.005 0.2 0.02 6.4 168
広瀬川 倉商ｸﾞﾗﾝﾄﾞ北 10 0.2 0.05 2 1 6.6 380

大原美術館前 5 0.2 0.005 0.2 0.02 6.4 141
高砂橋 5 0.2 0.005 0.2 0.02 6.4 180
入船橋 4 0.2 0.005 0.2 0.02 6.6 173
親水公園 10 0.5 0.01 0.5 0.5 6.4 200
小瀬戸橋 6 0.5 0.02 0.5 0.2 7 290

吉岡川合流点 6 0.2 0.01 0.5 0.2 7 270
盛綱橋 4 0.2 0.005 1 0.1 6.4 270

※パックテスト等による簡易計測
（単位：mg/L）

水路・河川 調査地点 ＣＯＤ ＢＯＤ ＳＳ 全窒素 全りん ｐＨ
倉敷川 入船橋11/24 2.0 1.2 1.9 0.75 0.057 8.7

※計量証明事業所による分析結果
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倉敷用水・倉敷川（酒津～藤戸）の水質環境調査結果（第２回）

調査日時 平成１９年１１月２４日（土）　午前８時４６分　　～　　　午後４時３０分 天候： 晴

感覚項目（第２回）

水路・河川 調査地点 水の色 濁り 川底の色 水の臭い 底泥の臭い 周囲の臭い
酒津 無色 なし 水草色 なし なし なし

大原農研南 無色 なし 灰色 なし なし なし
渋江水路 大原農研南 無色 なし 灰色 なし なし なし
広瀬川 倉商ｸﾞﾗﾝﾄﾞ北 無色 なし 緑色 なし なし なし

大原美術館前 無色 なし 砂の色 なし なし なし
高砂橋 薄い青色 なし 薄い黄色 なし なし なし
入船橋 無色 なし 砂の色 なし なし なし
親水公園 うすい灰緑色 なし・泡有り 灰緑色 なし なし なし
小瀬戸橋 灰緑色 なし 灰褐色 なし ヘドロ臭 なし

吉岡川合流点 灰緑色 なし ヘドロ色 なし ヘドロ臭 なし
盛綱橋 灰緑色 やや白濁 見えない なし ヘドロ臭 なし

倉敷用水
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川底の状況（第２回）

水路・河川 調査地点 土 ヘドロの有無 砂(0.6-2mm) 礫(2mm以上) 石 木杭 コンクリート
酒津 見えない なし 有り 見えない 見えない 少しあり 不明

大原農研南 なし なし 有り なし なし なし 有り
渋江水路 大原農研南 なし なし 有り なし なし なし 有り
広瀬川 倉商ｸﾞﾗﾝﾄﾞ北 なし なし 有り 有り 有り なし 不明

大原美術館前 なし なし 有り 多少 なし 数本有り なし
高砂橋 なし なし 有り なし なし なし なし
入船橋 なし なし 有り 有り 有り 有り なし
親水公園 見えない 見えない 少量 不明 不明 有り なし
小瀬戸橋 見えない 有り 不明 不明 なし なし なし

吉岡川合流点 ヘドロ状 多い 不明 不明 有り 有り なし
盛綱橋 見えない 有り・灰黒色 不明 不明 不明 なし 不明

護岸の状況（第２回）

水路・河川 調査地点 土 石積み コンクリート 植栽 その他
酒津 有り なし 有り 野菜

大原農研南 なし なし 有り なし
渋江水路 大原農研南 一部有り なし 有り なし
広瀬川 倉商ｸﾞﾗﾝﾄﾞ北 一部有り 一部有り 有り 大きな木 雑草

大原美術館前 有り 有り 有り 桜・もみじ
高砂橋 有り 有り 有り 有り
入船橋 拮抗帯の中 なし 有り なし
親水公園 拮抗帯の中 なし 有り 草刈り後
小瀬戸橋 一部有り なし 有り 有り

吉岡川合流点 堤・公園部 なし 有り 部分的有り 雑草多い
盛綱橋 なし なし 有り 有り・藤棚 雑草
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ゴミの状況（第２回）

水路・河川 調査地点 空き缶 空きピン ビニール かみくず 発砲ｽﾁﾛｰﾙ たばこの吸殻 その他
酒津 なし なし なし 少しあり なし なし

大原農研南 少し有り なし 少し有り 少し有り なし なし
木の葉が川底
に多い。水草
有り。

渋江水路 大原農研南 少し有り なし 有り 有り なし なし
藻の中に、ゴミ
が引っかかっ
ている。

広瀬川 倉商ｸﾞﾗﾝﾄﾞ北 なし なし 少しあり 少しあり なし なし
大原美術館前 なし なし なし なし なし なし
高砂橋 少しあり なし なし なし なし なし
入船橋 多い 多い 1 多い なし 有り
親水公園 川底に多く沈んでいる なし なし なし なし

小瀬戸橋 多い 見あたらず 多い 見あたらず 見あたらず 見あたらず
自転車、リア
カーなどゴミが
多い。

吉岡川合流点 多い 見あたらず 川底に大量 少々有り 少々有り 見あたらず

川底にブロッ
ク、タイヤ、バ
イク１台、自転
車２台、石、
傘、吉岡川・水
門の所に大量
のゴミ

盛綱橋 なし なし なし なし なし なし

倉敷用水

倉敷川



生物指標（第２回）

水路・河川 調査地点 ヤリタナゴ ※流れが速く確認できない。
テナガエビ スジエビ

シジミ類 カワニナ イシガイ
植物 セキショウモ エビモ ササバモ オオカナダモ 水草が多い。

護岸 植物
植物 ビワ イチジク 柿 ムクゲ ユキヤナギ ブドウ

鳥類・動物
ヨシノボリ類

カワニナ シジミ類
植物

護岸 植物
植物

鳥類・動物
ヨシノボリ類
スジエビ

カワニナ（多い）
植物 水草が多い。

護岸 植物 雑草
植物 ヨモギ セイタカアワダチソウ

鳥類・動物
メダカ
流れが速く確認できない。

ヒメタニシ
植物 コケ類が繁茂

護岸 植物 セイタカアワダチソウ
植物 大きな木が１本（ホタルのための木陰に良い。）

鳥類・動物
コウライニゴイ コイ オイカワ

シジミ類 カワニナ
植物

護岸 植物 桜 カエデ類 柳 萩
植物

鳥類・動物 白鳥２羽
ギンブナ コイ コウライニゴイ オイカワ ヨシノボリ類
スジエビ テナガエビ

広瀬川

倉敷用水

渋江水路

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

酒津

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

大原農研南

岸辺

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

大原美術館前

倉商ｸﾞﾗﾝﾄﾞ北

大原農研南



植物
護岸 植物 芝 萩 柳 桜 センダン

植物
鳥類・動物 鳩 スズメ 白鳥

ヨシノボリ オイカワ 小魚 川底が砂で、魚の泳ぐ姿がよく見える。
カワニナ シジミ類 ヒメタニシ

植物
護岸 植物 雑草

植物 藤棚 桜 柳
鳥類・動物

川底の泳ぐ魚がよく見える。 ヤリタナゴ

植物
護岸 植物 雑草

植物 藤棚 桜 柳 ネムノキ サザンカ アジサイ
鳥類・動物

ギンブナ オイカワ ワタカ メナダ コウライニゴイ コイ
（多い） （５４．５cm）

タンスイカイメン多い
植物 ミズオオバコ

護岸 植物 雑草
植物 ミズアオイ 桜 珊瑚樹 ウバメガシ

鳥類・動物 カヤネズミの巣
ワタカ ギンブナ メナダ

ﾏﾙタニシ ドブガイ ヒメタニシ ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲの卵塊
植物

護岸 植物 雑草
植物 ススキ ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 吉野桜 川津桜 ヨシ ヨモギ

鳥類・動物 アオサギ セグロセキレイ シラサギ カイツブリ
投網を投げても漁獲なし

ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲの卵塊 タンスイカイメン
植物

護岸 植物
植物 藤棚

鳥類・動物 すずめ

倉敷川

貝類

岸辺

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

水の中

魚類
甲殻類
は虫類
貝類

岸辺

盛綱橋

吉岡川合流点

小瀬戸橋

親水公園

入船橋

高砂橋



（６）活動状況の新聞等記事資料 

 ①ホタルのお話しを聞く会「ホタル飛び交う美観地区を夢見て」 

 

 

 

 

 

 



（６）活動状況の新聞等記事資料 

②シンポジウム「育てよう ふるさとの誇り 倉敷川」 

 

 

 

 



（６）活動状況の新聞等記事資料 

③第５回 親子で入ろう倉敷川 クリーン＆ウォッチング 

 

   

 



 

     



（６）活動状況の新聞等記事資料 
④講演会「倉敷川の生き物たち」 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 



（６）活動状況の新聞等記事資料 
⑤倉敷用水・倉敷川（酒津～藤戸）の水質環境調査 

 

 

     

 

 

 

 

 



（７）関連資料 

 ①広報くらしきの記事 

平成１９年５月号 

  



  平成１９年７月号 

 



 

  平成１９年６月号 

 
 

  平成１９年７月号 

 

 

 平成１９年９月号 

 

 

 

 

 



（７）関連資料 

 ②倉敷市下水道部の資料及びホームページの記事 

 

 

 



 



 

 

 



（７）関連資料 
③倉敷川・吉岡川の水質経年変化グラフ 

 

 



 

 

 

 



（７）関連資料 
④国土交通省ホームページの記事 

 



（７）関連資料 
⑤河川の環境水利権の記事 

 

 



 

 

（８）まとめ 

①講演会・シンポジウムのアンケート結果から 

 「ホタルの飛び交う街・川にしたい」 

 「努力が必要だが、美観地区にホタルが飛び交う夢を実現したい」 

 「昔は倉敷川がきれいで、子供の頃には、川で泳いだり遊んでいた」 

 「前神橋から入船橋のあたりは、まだまだ水がきたない」 

 「舟下りなどして、ヘドロが多いことを住民に知ってもらうこと」 

 「花があり、きれいな川、市民が憩える環境やきれいな水を望む」 

 「市民が親しめる地域の美しい川として、上流も下流もきれいに」 

 「高齢者の憩える場所づくりを」 

 「高齢者も参加できる、川沿いを歩く行事があれば参加したい」 

参加者から、このような感想をいただきました。 

 倉敷川が、ふるさとの誇りと感じてもらうための私たちの活動に賛同してく

れる人々が、少しずつ増えてきていると実感しました。 

②親子で入ろう倉敷川クリーン＆ウォッチングから 

 「親子で親しむことができました、来年も是非参加したい」 

「普段入れない倉敷川の底からながめる町並みもステキ」 

 「倉敷川に入って魚をとる子供の姿は、とても楽しそう」 

 「子供達の心の財産、楽しい思い出ができました」 

 「倉敷川にアユやエビ、カメ、いろんな生き物がいて驚きました」 

 「倉敷川に愛着が湧きました」 

 参加者から、このような感想をいただきました。 

 水深２０ｃｍ以下になった倉敷川へ、多くの親子が入って、網で魚を捕まえ

たりゴミを集めたりと、普段入れない倉敷川を肌で感じていただきました。 

田賀先生の青空教室では、子供達は暑さも忘れ目を輝かせて、自分達が捕ま

えた生き物の説明を聞いていました。今回、初めてアユが観察できました。 

「参加してよかった、来年も参加したい」と、参加する親子は毎回増加して

います。多くの親子に、きれいな倉敷川を感じてもらい、愛着を持ってもらう

ために、毎年、この行事を続けていきたいと思います。 

 

 



 

 

③倉敷用水・倉敷川の水質環境調査結果から 

・水質項目のＣＯＤ、窒素、リンは下流になる程、水質が汚れていた。また、

窒素とリンは夏と比べて秋の方が濃度は低かった。 

・入船橋での水質検査では、ＢＯＤは夏で 1.7mg/L、秋で 1.2mg/L と秋の方が

低く、川の水質環境基準値 5mg/L と比べても良好できれいな水質であった。 

・透視度では、夏・秋とも盛綱橋を除き、すべての調査地点で 50cm 以上と良

好で、特に秋は川底まで見える透明感を感じた。 

・夏と比べて秋は川の水量が少なく、水深が大原美術館前で 90cm から 70cm に

(-20ｃｍ)、盛綱橋で 265cm から 180cm に(-85ｃｍ)浅くなっていた。 

・秋の舟下りでは、国道２号線から南の粒栄橋の間で水深が浅くなり、航行に

苦労した。舟下りのためには、水深が浅くなった分、川の浚渫が望まれる。 

・気温と川の水温では、特に夏には 4.4℃～10℃水温が低く、水辺の涼しさを

実感することができた。 

・感覚項目では、特に夏に、入船橋から下流でヘドロ臭を感じた。 

・川底・護岸の状況は、上流から下流まで、コンクリート護岸であったが、酒

津の倉敷用水では、川底が砂地で多くの水草が繁茂していて、魚、エビ、貝

など生き物の住みかとして良好で、川として望ましい姿であった。 

・ゴミの状況は、下流になる程、タイヤ、バイクや自転車など大きな物が沈ん

でいて、ゴミの量の多さが目立った。 

・生き物では、魚類１９種、エビ類２種、貝類１１種など多くの種類が観察で

きた。倉敷用水・渋江水路・入船橋では、ホタルの幼虫の餌となるカワニナ

が多く、特に、渋江水路では１㎡当たり７００匹以上を確認した。また、倉

敷用水と盛綱橋で、貴重種であるタンスイカイメンを確認した。 

④今後の活動課題 

・水利権の見直し（工業用水・農業用水）等を通じて、倉敷川の浄化のための

環境水利権を付与できるよう働きかけていきたい。 

・カワセミやホタル等生き物にとって住みやすく、子供達が中に入って遊べる

川にしていくよう、各地域や関係団体と広く連携をとっていきたい。 

 ・水辺でのコンサートを開催し、倉敷川への関心や愛着を深めてもらう。 

 ・家庭や市民グループによる川の浄化ができる方策を検討し、下水道や合併浄

化槽を含め、水を通じて「かわまちづくり」への展望や思いを実現したい。 



 

 

３ わたしたちの倉敷川「夢」計画 

  「かわまちづくり」を進めて行こうという視点から、酒津から藤戸までの、

わたしたちの倉敷川「夢」計画として、次の１０項目を掲げました。  

 

 ①川に親しみやすい、散策路の整備（倉敷用水）  

  休憩所・ベンチの設置  川にはいる階段・デッキ整備  車道の歩行

者優先表示など  

 ②潤いと憩いの公園づくり（倉敷用水・川西町）  

  公園内に水を入れる 老人も集える工夫（縁台の設置など） 

 ③水のある、メインストリート（中央通り）  

  駅前通りに沿って、新たに水路を拓く 車道を２車線化し、車寄せを設ける 

商店街に引水、プロムナード構想 

 ④地下水路に日の目をあてる（旧新川水路）  

  大橋住宅南側の地中部分を表に出し、美観地区の観光・親水エリアを拡大  

 ⑤雨水の利用を考える（倉敷川）  

  鶴形山から流れる雨水を水量増に利用  

 ⑥ホタル自然公園（倉敷用水・渋江水路）  

  市の遊休地を利用、ホタルの公園に  

 ⑦もっと親しみやすい親水公園に（倉敷川・入船橋）  

  入船橋の下に中島（ホタルのすみか）を設置 ヘドロを除去し、砂を敷いて

入れるように  

 ⑧わが町再発見－川舟下り（倉敷川）  

  入船橋～藤戸間を川舟下り 藤戸からの帰路にはバスを利用  

 ⑨安心して楽しめる遊歩道の整備（倉敷川）  

  迂回横断歩道をなくし、歩行者優先に 太陽電池の足下灯を設置 カワセミ

の止まり木を数カ所設置 木陰・階段・ベンチ・デッキの設置 コンクリー

ト護岸から野面積み風の護岸へ 約５００ｍ毎に公衆トイレを設置 史跡

などへの、趣きある案内板を設置  

 ⑩合歓の木もれ日（倉敷川・吉岡川合流点）  

  合歓の木など大樹になる木を植え、木陰を作る  
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0 ホタル自然公園 (イメージ)

大幡泰住宅南側 (イメージ)

川舟下り (イメージ)
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みんなで協力して川をまもりましょう 1
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